
第１専門部会（令和２年９月29日開催）資料２-１

第十一次基本計画（案）政策目標１及び３に対する意見等

No 意見種別 頁 該当箇所 内容及び意見理由 修正案 市の対応 委員

1 ②提案 6

3.地震に強いまちを目指し 地震には、津波を含むと考えられると思うが、あえて
津波という文言も入れてもらいたい。

施策の中でも津波のことがないよう
に思う。

津波対策については、平成２７～２９年度に市内沿
岸各地域で開催した「津波対策地区協議会」におい
てハード対策・ソフト対策の在り方について協議を
行い、全ての地区においてハード対策は行わず、ソ
フト対策を推進する方針となったため、ハード対策
となる「3.災害に強い建築物や公共施設の整備」に
は、津波対策を盛り込みませんでした。
しかし、ソフト対策を実施していく必要があること
から、１危機管理体制の充実③現状と課題の課題欄
に「津波浸水想定区域が大幅に拡大されたことによ
る津波避難体制の強化」を追加いたします。
④施策の方針欄に、「津波避難困難地区の解消に向
け、ソフト対策の強化を図ります。」を追加いたし
ます。
⑤基本的な取組の基本的な取組欄に「津波避難困難
地区の解消」を追加、主な内容欄に「津波避難協力
ビルの新規指定」「海抜表示や避難方向誘導サイン
の設置」を追加いたします。
⑥役割分担の行政欄に「津波から速やかに避難でき
るよう体制づくりに努めます。」を追加いたしま
す。

Ｂ委員

2 ①質問 16

1　危機管理体制の充実
③現状と課題
・平成31年３月静岡県によ
り津波浸水想定区域が変更
され、大幅に拡大されまし
た。

静岡県危機政策課に確認したところ、平成27年1月以
降変更していないとの回答でしたので、念のため確認
させてください。

③現状と課題における課題欄の「平成31年３月静岡
県により津波浸水想定区域が変更され、大幅に拡大
されました。」を「平成31年３月静岡県により洪水
浸水想定区域が変更され、大幅に拡大されまし
た。」に修正いたします。

Ｊ委員

3 ③修正 16

1　危機管理体制の充実
③現状と課題
　避難所等の環境整備
　一時滞在施設の確保
⑥基本的な取組
　防災訓練の実施

新型コロナウイルスの感染拡大が懸念されるため、
“三密とならない”場所の確保、訓練を検討するべ
き。

③現状と課題の課題欄に「感染症対策を踏まえた避
難所運営の確立」を追加します。
一時滞在施設の確保は、県が実施するため市では対
応不要と考えております。
⑤基本的な取組欄の感染症対策の推進欄に、「感染
症対策を踏まえた避難所運営マニュアルの整備」を
追加します。

Ｐ委員

4 ①質問 17

1　危機管理体制の充実
⑥役割分担
■行政
・防災情報を正しく迅速に
発信します。

発災時であれば、迅速に情報を発信することは理解で
きるのですが、迅速に発信する防災情報とはどのよう
なものでしょうか。

「防災に関する緊急情報を、正しく迅速に発信しま
す。」に修正いたします。
（防災に関する緊急情報とは、避難勧告、津波警
報、ミサイル発射情報等になります。）

Ｊ委員

5 ①質問 -

各項目の役割分担（市民・
行政）

市民の役割として本計画書の作成をもって告知したこ
とにするのか。市民、事業者への伝達方法を教えてく
ださい。

総合計画については、幅広い周知を図る必要がある
ことから、審議会委員の選出母体を始めとした各種
団体等への配付を見込み、本冊を1,000部、概要版を
1,500部作成する予定であります。
さらに、市ホームページや広報いとうでの特集記事
の掲載を始め、電子データを活用したＳＮＳ等での
周知を行うことも検討しております。

Ｏ委員

施策１－１　危機管理体制の充実
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第１専門部会（令和２年９月29日開催）資料２-２

第十一次基本計画（案）政策目標１及び３に対する意見等

No 意見種別 頁 該当箇所 内容及び意見理由 修正案 市の対応 委員

1 ①質問 18

急傾斜地と指定すべき箇所
は全体で何箇所か？

市内には、令和2年9月時点において、急傾斜地崩壊
危険箇所が110区域存在し、その内、既に27区域（34
箇所）の指定を完了しております。
この状況から、未指定の83（110-27）区域について
は、指定されることが望ましいと考えております
が、指定に際しては、静岡県が当該住民の意向等を
踏まえて指定することとなるため、指定すべき箇所
数（区域数）は把握しておりません。

Ｂ委員

2 ②提案 18

２　総合治水対策の強化
③住宅地付近の河川改修工
事では、制約を受けること
が多くあります。

例えばどんな制約があるのか分かり難いと思いますの
で、もう少し詳しく記載した方が分かり易いのではな
いでしょうか。

御提案を踏まえ、
「・住宅地付近の河川改修工事では、制約を受ける
ことが多くあります。」を、
「・住宅地付近の河川改修工事では、近接する建築
物が工事施工の支障となる等の制約を受けることが
多くあります。」

に修正いたします。

Ｊ委員

3 ①質問 19

市民宅地内に浸透桝を設置
するとあるが、どのような
物か説明をして下さい。

ここで言う浸透桝は、「雨水浸透桝」であり、通常
の雨水桝と違い底面や側面に孔を有する構造の物で
す。
御意見を踏まえ、
「・河川への負担を軽減するため、宅地内に浸透桝
を設置するよう努めます。」を、
「・河川への負担を軽減するため、宅地内に雨水浸
透桝を設置するよう努めます。」

に修正いたします。

Ｂ委員

施策１－２　総合治水対策の強化
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第１専門部会（令和２年９月29日開催）資料２-３

第十一次基本計画（案）政策目標１及び３に対する意見等

No 意見種別 頁 該当箇所 内容及び意見理由 修正案 市の対応 委員

1 ①質問 20

３　災害に強い建築物や公
共施設の整備
②成果指標（ＫＰＩ）
民間住宅の耐震化の目標値
８６％以上

伊東市地震対策アクションプログラム（地域目標）令
和２年３月では、Ｒ４年度末の目標が９５％となって
しますが、数値が異なる理由を教えてください。

伊東市地震対策アクションプログラムでは、伊東市
耐震改修促進計画(平成２７年度)に記載されている
目標値の９５％が使用されています。第十一次基本
計画(案)に示された数値は、今年度新たに国の耐震
化率の計算基準が示され計算をしたところ、令和元
年度までの耐震率が８３．２％となり、直近２年間
の実績が１年につき０．５％程度の改善であるた
め、0.5％×5年＝2.5　２．５％を８３．２％に加え
た８５．７％に上乗せした８６％を目標値としまし
た。

Ｊ委員

2 ①質問 21

３　災害に強い建築物や公
共施設の整備
⑤基本的な取組
上下水道管路更新（耐震
化）事業の推進の主な内容
効率的な管路の更新事業の
実施

計画的な管路の更新ではなく、効率的な管路の更新と
した意味は何でしょうか。

管路の更新につきましては、布設年度、管種、重要
度、管内調査（下水道管）、修繕履歴等により優先
順位を決定しておりますが、これに加え道路工事及
び他事業の占用工事等との調整により、施工性の向
上やコスト削減を図ることも重要と考え、これらす
べてを考慮し「効率的な管路の更新」といたしまし
た。

Ｊ委員

施策１－３　災害に強い建築物や公共施設の整備
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第１専門部会（令和２年９月29日開催）資料２-４

第十一次基本計画（案）政策目標１及び３に対する意見等

No 意見種別 頁 該当箇所 内容及び意見理由 修正案 市の対応 委員

意見無し

施策１－４　生活安全の推進
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第１専門部会（令和２年９月29日開催）資料２-５

第十一次基本計画（案）政策目標１及び３に対する意見等

No 意見種別 頁 該当箇所 内容及び意見理由 修正案 市の対応 委員

意見無し

施策１－５　消防体制の強化
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第１専門部会（令和２年９月29日開催）資料２-６

第十一次基本計画（案）政策目標１及び３に対する意見等

No 意見種別 頁 該当箇所 内容及び意見理由 修正案 市の対応 委員

意見無し

施策３－１　自然との共生社会の推進
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第１専門部会（令和２年９月29日開催）資料２-７

第十一次基本計画（案）政策目標１及び３に対する意見等

No 意見種別 頁 該当箇所 内容及び意見理由 修正案 市の対応 委員

1 ②提案 46

２　循環型社会の推進
④施策の方針
・プラスチックごみの発生
抑制や海洋流出防止のため
の６Ｒを推進します。

６Ｒがわかりにくいので、注釈を入れた方がいいと思
います。

文末に※を表記し、欄外に注釈で説明します。文言
は、県廃棄物リサイクル課が作成しておりますパン
フレットを参照いたします。（別添）

Ｊ委員

施策３－２　循環型社会の推進
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第１専門部会（令和２年９月29日開催）資料２-８

第十一次基本計画（案）政策目標１及び３に対する意見等

No 意見種別 頁 該当箇所 内容及び意見理由 修正案 市の対応 委員

1 ①質問 48

３　生活排水対策の充実の
現状値及び目標値
②成果指標（ＫＰＩ）

現状値が目標値より小さい数値になっている理由は何
ですか。（小さい数値の方がよいと書いてあります
が）

目標値は国の環境基準値で、公共用水域の水質基準
を示す数値であり、現状値は実際の河川や海域の測
定値となります。
この測定値は、環境基準値を下回るほど、水質が良
い状態であると示されるものであり、今後、下水道
への接続件数が増加し、生活雑排水が河川等に排出
されなくなることで、水質の改善に繋がり、当該数
値は小さくなっていきます。

Ｊ委員

施策３－３　生活排水対策の充実
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第１専門部会（令和２年９月29日開催）資料２-９

第十一次基本計画（案）政策目標１及び３に対する意見等

No 意見種別 頁 該当箇所 内容及び意見理由 修正案 市の対応 委員

1 ②提案 50

４　安全でおいしい水の安
定供給
②成果指標

「安全でおいしい水の供給」に満足している市民の割
合とありますが、満足度には水道料金の安さも含まれ
ると考えます。これからの人口減少と老朽化する管路
施設の更新をするためには、場合によって水道料金も
検討する可能性もあると思いますので、もう少し客観
的な指標、例えば管路の更新計画の達成率等にした方
が分かり易いのではないでしょうか。

指標につきましては、更新計画等の達成率も検討い
たしましたが、更新と共に老朽化も進むことや、管
の総延長が更新延長等に比べ格段に大きいため、達
成率が上がらないことから、指標より除いており、
「安全でおいしい水の供給」に対する満足度とする
ことで、水道施設全体の適正管理、水質管理、水道
料金等の水道事業全体の評価がいただけると考え、
指標としております。

Ｊ委員

施策３－４　安全でおいしい水の安定供給
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第１専門部会（令和２年９月29日開催）資料２-10

第十一次基本計画（案）政策目標１及び３に対する意見等

No 意見種別 頁 該当箇所 内容及び意見理由 修正案 市の対応 委員

1 ①質問 52

5　魅力的な都市空間の創
造
③現状と課題
　伊東駅前の整然とした空
間整備

具体的な計画があるのでしょうか。 伊東駅前の具体的な計画につきましては、伊東駅前
広場及び隣接する街区を事業区域として伊東駅周辺
地区を再整備する「伊東駅周辺地区整備事業」を推
進しています。伊東駅前広場及び同駅前広場東側街
区を先行して整備することとして、今年度、伊東駅
前広場の基本設計や同広場東側街区の土地利用計画
の検討作業を進めております。

Ｐ委員

2 ①質問 52

政策目標３
５　魅力的な都市空間の創
造

快適な市街地や良好な街並み景観の形成を目指し
→快適な市街地や良好な街並み景観を作る為に景観条
例を制定し、

具体的に魅力ある街並みを作るには、条例を作らない
限り、進むとは思えませんが、市の考えを伺います。

本市の景観政策の推進に当たっては、平成２３年度
に、伊東市景観条例を制定しており、合わせて良好
な景観の形成に関する方針や行為の制限等を示す伊
東市景観計画を策定・運用し、景観に配慮したまち
づくりを進めています。
快適な市街地や良好な街並み景観形成を目指し、景
観政策を推進するには同計画を改訂していく必要が
あり、令和元年度、アンケートや市民懇話会により
市民の景観に対する意識等を調査し、本年度、調査
結果を踏まえて同計画の改訂のための検討作業を進
めております。

Ｎ委員

施策３－５　魅力的な都市空間の創造
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第１専門部会（令和２年９月29日開催）資料２-11

第十一次基本計画（案）政策目標１及び３に対する意見等

No 意見種別 頁 該当箇所 内容及び意見理由 修正案 市の対応 委員

1 ①質問 54

6　公共交通体系の充実
②成果指標　45.0％以上

・現在のところ、伊東線では増発及び新車導入の計画
はありません。伊東駅改良工事が終了し、交通結節点
として利用環境は向上してきたが、45%以上まで満足
度を上げることは可能か。

本市の公共交通政策につきましては、持続可能な地
域公共交通の確保・維持・改善を図るため「伊東市
地域公共交通網形成計画」を平成３０年度に策定し
ており、駅等における乗場案内・乗継案内などの表
示改善、総合時刻表作成や利用促進ツールの周知、
地域公共交通の確保のための交通空白地域解消に向
けた取組など計画に基づく取組を実施し、公共交通
に対する満足度が令和元年度の３１．７％が４５％
以上となるよう努力目標として設定したところで
す。

Ｐ委員

施策３－６　公共交通体系の充実
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第１専門部会（令和２年９月29日開催）資料２-12

第十一次基本計画（案）政策目標１及び３に対する意見等

No 意見種別 頁 該当箇所 内容及び意見理由 修正案 市の対応 委員

意見無し

施策３－７　道路環境の整備
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第１専門部会（令和２年９月29日開催）その他

第十一次基本計画（案）政策目標１及び３に対する意見等

No 意見種別 頁 該当箇所 内容及び意見理由 修正案 市の対応 委員 担当

1 ①質問 28

政策目標２
２　健康づくり支援

体とこころの健康づくり事業の推進や検診事業の充
実、補助制度と感染症～。

健康診断や人間ドックの推進を図ることが健康づくり
の推進において重要と考える中で補助制度がもっとも
効果的と考えますが、市の考えを伺います。

第２専門部会所管の政策目標２に関する意見となり
ますので、参考意見として承ります。

Ｎ委員 －

2 ①質問 30

政策目標２
２　出産・子育て支援の充
実

安心して子どもを生み、
→安心して子どもを生める環境を作る

伊東市内で出産できる場所は市民病院か上山レディー
スクリニックしかない状況で、市民病院の産婦人科の
標準が他地域に比べて低く感じる方が多い中で、環境
整備が足りないように感じます。

第２専門部会所管の政策目標２に関する意見となり
ますので、参考意見として承ります。

Ｎ委員 －

その他
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